
９月２０日（木）、北檜山グリーンパーク（北檜山
区 ） にお い て、 高齢 者 と身 障者 を参 加 対象 に第７ 回
せ た な悠 遊 ふれ あい パ ーク ゴル フ大 会 が開 催され 、
５ １ 名の 参 加が あり ま した 。今 年は ２ 名の 方がホ ー
ル イ ンワ ン を決 め、 大 いに 盛り 上が り なが ら、皆 さ
ん心地よい汗を流し、交流を深めていました。

なお、順位は下記のとおりです。（敬称略）

【男性の部】
１位 小 林 義 美
２位 植 村 太
３位 磯 辺 節 雄

【女性の部】
１位 狩 野 叡 子
２位 佐々木 鈴 子
３位  森  ハツヱ

この度、瀬棚商業高等学校（校長：清原 薫）３年生の１１人は、 今年

もボランティア活動の一環として、１０月１２日（金）クッキーキャンペ

ーンを行いました。当日は、小雨の降る中、国道沿いで「交通安全啓発活

動」や「高齢者宅を訪問」し 、手作りクッキーをさし上げました。ちなみ

に今回が瀬棚商業高校として最後の活動になります。（平成２４年度末で

閉校）これまでの活動に感謝申し上げます。また、瀬棚町職員ＯＢ会の皆

さんも訪問活動のお手伝いをしております。

９ 月 ２ ９ 日（ 土 ）、せ た な 町民 ふ れ あい プ ラ ザ（北 檜 山 区）

に お い て 、第 ２ １ 回目 の「ふ れ あ い広 場 」が開 催 され ま し た 。

今 回 は 、町 の 健 康づ く り の集 い と 合同 開 催の 基 に、当 日 は 、

あ い に く 曇 り 空 で し た が 、 協 力 団 体 等 関 係 者 を 含 め 約 ３ ５ ０

名 の 皆 さ んの ご 参 加を 得 ま した 。

江 差 町 正 覚 院 （ 寺 院 ） の 松 村 俊 明 住 職 か ら 「 今 、 大 人 た ち

に ～ 生 き 生 き と 生 き 抜 こ う ～ 」 と 題 し 、 体 の 健 康 ・ 社 会 的 健

康・心 の 健 康 に つ いて 、高齢 者 が 幸齢 者 と なる よ うに と 願 い 、

人 生 の 生 き方 に つ いて 講 演 をい た だ きま し た 。

ま た 、ア トラ ク シ ョン で は 、「二 爺 の会 」のお 二 人 に出 演 を

い た だ き 、佐 藤 紀 彦さ ん（北 斗 市 老人 ク ラ ブ連 合 会事 務 局 長 ）

の ア コ ー デ ィ オ ン 演 奏 に 合 せ 佐 々 木 尚 孝 さ ん （ 七 飯 町 レ ク リ

エ ー シ ョ ン 協 会 事 務 局 長 ） が フ ー テ ン の 寅 さ ん や 水 戸 黄 門 様

の 衣 装 で 登 場 の 寸 劇 を 披 露 さ れ 、 町 ・ 社 協 職 員 も 飛 び 入 り 参

加 し 、 会 場は 歓 声 に包 ま れ 多い に 盛 り上 が り まし た。

赤 い 羽 根 共 同 募 金 活 動 に お 手 伝 い 下 さ い ま し た 、 北 檜 山 中

学 校 生 徒 の 皆 さ ん と 昼 食 献 立 等 当 日 の 運 営 に つ い て 、 ボ ラ ン

テ ィ ア を い た だ き ま し た 地 域 の 皆 さ ん に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ

ま す 。 ご 協力 誠 に 有難 う ご ざい ま し た 。

                                  

平成２４年１０月２５日発行

社 会 福 祉 法 人 せたな町社会福祉協議会

住所 せたな町北檜山区北檜山 91 番地 2

TEL 84-4600 FAX 84-4699

瀬 棚 区 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 主 催 に よ る 、 高 齢 者 と 子 ど も の 集 い （ 老 人 ス ポ ー ツ 大 会 ） が 開 催 さ れ ま し た 。 当 日
は 雨 の 中 、 ボ ラ ン テ ィ ア 等 も 含 め １ ３ ０ 人 程 が 参 加 し ま し た 。 競 技 は ７ 種 目 に わ た り 行 わ れ 、 各 種 目 に お い て
高 齢 者 と 瀬 棚 保 育 所 の 児 童 が お 互 い 連 携 し な が ら 、 わ き あ い 合 い と 競 技 に 取 り 組 み 、 参 加 者 相 互 の 健 康 増 進 と
親 睦 を 深 める こ と がで き ま した 。

この研修会 は、時代に即 した会の 運営や事業の 持ち方を 再考し、 母子寡婦家庭 の生活向上と 会

への 促進を図 るとともに、 各地区の 母子寡婦会及 び関係者一同 が集 い、交流を深 め、各単位会 の

組織強化や母子寡婦家庭の福祉の増進に努めることを目的に行われているものです。

当日は、「目指そう！自立、活かそう！支援策」と題し、檜山地区から乙部町母子会の日沼亮子

氏を含めた４名の代表者による事例発表が行われました。

また、江差中学校の三戸佳世教諭を講師に迎え、厚沢部中学校の西山裕恵教諭の伴奏に合わせ、

手の運動や童謡を歌いながら認知症の予防などについて学び、脳と心に潤いをいただきました。

懇親会では 、踊りやカラオケ をしたり 、北斗市 の皆さんが披露してくれた 盆踊 りで会場全体 が

盛り上がり、大変楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

と   き： ９ 月 ２ ９日 （ 土 ）～ ３ ０ 日（ 日 ）

と こ ろ： 熊 石 ひ らた な い 荘

主 催： 社 会 福 祉法 人 北 海道 母 子 寡婦

福 祉 連 合 会

檜 山 母 子 寡婦 福 祉 連合 会

後 援： 八 雲 町 ・北 海 道 檜山 振 興 局

参 加 者： １ ２ ８ 名（ う ち 、せ た な 町１ ８ 名 ）

                          

                             

発

行

所

社 会 福 祉 法 人 せたな町社会福祉協議会 北檜山総合福祉センター TEL 0137(84)4600 FAX 0137(84)4699

社 会 福 祉 法 人 せたな町社会福祉協議会 瀬棚支所 瀬棚総合福祉センターやすらぎ館内 TEL 0137(87)2672 FAX 0137(87)2650

社 会 福 祉 法 人 せたな町社会福祉協議会 大成支所 せたな町役場大成総合支所内 TEL 01398(4)6011 FAX 01398(4)6595

本誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行されています。

１ 日 (月 ) 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 開 始 （ １ ２ 月 末 迄 ）

２ 日 (火 ) 檜 山 管 内 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 活 動 研 究 集 会 （ 乙 部 町 ）

３ 日 (水 ) 檜 山 北 部 小 ブ ロ ッ ク 研 修 会 （ 大 成 区 ）

４ 日 (木 ) 第 ７ 回 調 整 ・ 推 進 会 議 （ 社 協 職 員 ）

９ 日 (火 ) 社 会 福 祉 法 人 指 導 監 査

１ １ 日 (木 ) 高 齢 者 と 子 ど も の 集 い （ 瀬 棚 区 ）

１ ３ 日 (土 ) ふ れ あ い サ ロ ン ぷ ら っ と ＆ リ サ イ ク ル バ ザ ー （ 瀬 棚 区 ）

３ ０ 日 (火 ) 「 安 心 ・安 全 ・ 福 祉 の ま ち づ く り 活 動 推 進 会 議 」（ 今 金 町 ）

３ １ 日 (水 ) 社 協 第 ２ 四 半 期 会 計 監 査

６ 日 (火 ) 北 海 道 認 知 症 の 人 を 支 え る 家 族 の 会 道 南 ブ ロ ッ ク

     研 修 会 （ 北 檜 山 区 ）

７ 日 (水 )  檜 山 管 内 老 人 ク ラ ブ 会 員 研 修 会 （ ～ ８ 日 ・ 函 館 市 ）

ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議 （ 大 成 区 ）

１ ５ 日 (木 ) 檜 山 地 区 地 域 に 理 解 さ れ 支 持 さ れ る 社 協 づ く り 研 修 会 (上 ノ 国 町 )

八 雲 保 健 所 感 染 症 対 策 研 修 会 （ 八 雲 町 ）

２ １ 日 (水 ) ケ ア サ ー ビ ス 検 討 会 議 （ 大 成 区 ）

           生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業 研 修 会 （ ～ ２ ２ 日 ・ 札 幌 市 ）

２ ７ 日 (火 ) 全 道 市 町 村 社 協 事 務 局 長 連 絡 会 議 （ ～ ２ ８ 日 札 幌 市 ）

と き １０月１１日（木）

ところ 瀬棚 B&G 海洋

ｾﾝﾀｰ体育館

［報告案内事項］

◆第１四半期監事監査（平成２４年４月～６月迄）

と き：平成２４年７月３０日（月）

ところ：北檜山総合福祉センター

監査人：社協監事 ２名

内 容：各会計並びに運営状況について

結 果：適正に運営されていると認められました。



【 金 銭 預 託 】                    （順不同・敬称略）

住所 寄付者名 寄付金額 備     考

北檜山区 北檜山更生保護女性会 10,000 円 ふれあい広場せたなフリーマーケット売上げの一部を

〃 北 檜 山 陶 芸 サ ー ク ル 4,500 円 ふれあい広場せたなフリーマーケット売上げの一部を

瀬棚区 本 間 成 20,000 円 夫が生前お世話になったお礼として

〃 愛のふれあい訪問グループ ２,000 円 リサイクルバザーの売上金の一部を

合 計 36,500 円 累計：778,355 円

貸 付 資 金
道社協生活福祉資金 町社協応急生活資金

件 数 金 額 件 数 金 額

北 檜 山 区 ― ― ― ―

瀬 棚 区 ― ― １件 20,000 円

大 成 区 ― ― ― ―

合 計 ― ― １件 20,000 円

皆様からいただいた温かいご厚志に心より感謝申し上げます。

～ 平成 2４年８月 1６日～平成 2４年１０月１５日受付分 ～

【 物 品 預 託 】                   （順不同・敬称略）

住 所 氏 名 物 品 名 住 所 氏 名 物 品 名

北檜山区 匿 名 ペ ッ ト ボ トル キ ャ ップ 北檜山区 伊 瀬 公 恵 プ ル タ ブ

〃 木 下 妙 子 ペ ッ ト ボ トル キ ャ ップ 〃 匿 名 ペ ッ ト ボ トル キ ャ ップ

〃 東 ハ イ ヤ ー 古 切 手 〃 城 ｹ 端 建 設 ㈱
プ ル タ ブ ・ ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ

プ ・ 古 切 手

〃 水 野 鉄 雄 プ ル タ ブ 〃 山 崎 和 子 プ ル タ ブ

〃 伊 瀬 静 子 古 切 手 〃 匿 名 古 切 手

〃
サ ッ ポ ロ ド ラ ッ

ク ス ト ア せ た な

プ ル タ ブ ・ ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ

ッ プ
瀬 棚 区 ふ れ ん ど プ ル タ ブ ・ ﾍ ﾟｯﾄﾎ ﾞ ﾄﾙｷｬｯﾌﾟ

〃 五 十 嵐 洋
古 切 手 ・ﾍﾟｯﾄﾎ ﾞﾄﾙｷｬｯﾌ ﾟ・ プ ル

タ ブ
〃 濱 高 益 郎 プ ル タ ブ ・ ﾍ ﾟｯﾄﾎ ﾞ ﾄﾙｷｬｯﾌﾟ

〃 日 置 イ チ
ﾍ ﾟ ｯﾄﾎ ﾞ ﾄﾙｷｬｯﾌ ﾟ ・ 古 切 手 ・ 古 ｶ

ｰﾄ ﾞ
〃 匿 名 プ ル タ ブ

〃
北 檜 山 町 農 協 ガ

ソ リ ン ス タ ン ド
ペ ッ ト ボ トル キ ャ ップ 〃 匿 名 ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ

〃
せ た な 町 立

国 保 病 院

ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ ・ プ ル

タ ブ
〃 匿 名 ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ

〃
函 館 バ ス ㈱

北 檜 山 出 張 所
古 カ ー ド 〃 匿 名 プ ル タ ブ ・ ﾍﾟｯﾄﾎ ﾞﾄﾙｷｬｯﾌ ﾟ

〃 匿 名
プ ル タ ブ ・ ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ

ッ プ
〃 匿 名 ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ

〃 山 崎 ヨ シ 子 ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ 〃 せたな商工会瀬棚支所 ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ ッ プ

〃 太 櫓 町 内 会
プルタブ（重さ：1.5kg）

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ（重さ：5.34kg）
大 成 区 大成まちづくり会議

プ ル タ ブ ・ ペ ッ ト ボ ト ル キ ャ

ッ プ ・ 古 切 手

※お願い               ①シールは、取り除く。

町民の皆様にご協力をいただいている   ②汚れている場合は、洗う。

ペットボトルキャップの回収にあたり  ③回収対象は、清涼飲料水のボトルキャップです。

改めてお願いいたします。       金属キャップや醤油やわさびなどのキャップは対象外。

平成 24 年 8 月 16 日～

平成 24 年 10 月 15 日迄

受 付 分

今 年 で ６ ６回 目 を 迎え る 赤 い 羽根 共 同 募金 運 動 が １ ０月 １ 日 か

ら１２月末までを期間として全国一斉にスタートしました。今年も

『じぶんの町を良くするしくみ』がメインテーマです。皆様から寄

せられた赤い羽根共同募金は、自分たちの住む地域の福祉事業等に

還元され、地域の社会福祉事業や更生保護事業を支えています。

と  き： 10 月 ２ 日 （火 ）

午 後 １ 時 ３０ 分 ～ 午後 ４ 時 ００ 分

ところ： 乙 部 町 公民 館

主 催： 北 海 道 社会 福 祉 協議 会 檜 山地 区 事 務所

参 加 者： ７ ５ 名 （う ち 、 せた な 町 ３５ 名 ）

こ の 研 究 集 会 は 、 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 意 識 や 理 解 を 広 く 普 及 啓 発 し 、

裾 野 を 広 げ 、 実 践 者 の 資 質 向 上 と 地 域 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 強 化 を 図 る こ と を 目 的 に 開 催 し て い ま す 。

今 年 度 の 研 究 集 会 で は 、 お 二 方 よ り 実 践 発 表 と 講 演 が 行 わ れ ま し た 。

最 初 に 、 地 元 開 催 地 の 「 乙 部 町 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の 活 動 に つ い て 」 と 題 し 、 当 セ ン タ ー の 村 田 正 男 運 営 委 員 長

か ら 、 笑 顔 あ ふ れ る 福 祉 の 町 を 築 く た め に 、 そ の 基 本 目 的 ・ 重 点 推 進 事 項 等 に つ い て 話 さ れ た 。 そ の 後 、 実 践 で は 、

せ た な 町 で も 開 催 し て い る 「 ふ れ あ い 広 場 」 の 話 を 中 心 に 、 ８ ０ 名 近 い 町 民 ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 に よ る 歳 末 た す け あ

い バ ザ ー や 、ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 普 及 事 業 指 定 校 で あ る 乙 部 中 学 校 の 猫 の 手 活 動 事 例（ ７ ０ 歳 以 上 の 家 庭 を 対 象 に 、夏 ・

冬 休 み 期 間 中 要 請 に 応 じ 、 窓 ふ き ・ 雪 か き 等 の ボ ラ ン テ ィ ア を 実 施 。） を 紹 介 、 最 後 に は 高 齢 者 等 の 生 活 課 題 の 方 策

と し て 、 近 所 つ き あ い が 希 薄 化 し な い よ う 見 守 り 活 動 に 努 め る こ と が 大 事 と 話 し て い ま し た 。

ま た 、 道 社 協 の 富 田 彰 地 域 福 祉 部 長 の 講 演 で は 、「 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の 活 性 化 に つ い て 」 を テ ー マ に 、 そ の 課

題 と し て 、道 内 に お け る セ ン タ ー の 運 営 状 況 や 昨 年 ３ 月 発 生 の 東 日 本 大 震 災 を 教 訓 に 災 害 時 の 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 構

築 に つ い て 、 岩 手 県 被 災 地 支 援 で の ボ ラ ン テ ィ ア の 受 け 入 体 制 が 、 ニ ー ズ 把 握 が き ち ん と 出 来 て い な か っ た た め に 、

長 期 的 な 支 援 に な っ た 話 な ど 、 終 わ り に は 、 お 年 寄 り 等 が 「 助 け て 欲 し い 」 と 声 を 上 げ る こ と の 出 来 る 環 境 を つ く る

に は 、 普 段 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 重 要 で あ る と 話 さ れ 大 変 有 意 義 な 研 修 内 容 で し た 。

と  き： １ ０ 月 ３日 （ 水 ）

午 後 １ 時 ３０ 分 ～ 午後 ４ 時 ００ 分

ところ： 大 成 町 民セ ン タ ー

主 催： 北 海 道 老人 ク ラ ブ連 合 会

   檜 山地 区 老 人ク ラ ブ 連合 会

参 加 者： １ ２ ９ 名（ 関 係 者含 む ）

こ の 研 修 会 は 、 新 し い 老 人 ク ラ ブ 像 に つ い て 、 檜 山 北 部 地 区 （ 今 金 町 ・ せ た な 町 ） の 老 人 ク ラ ブ 会 員 同 士 が

交 流 を 深 め 、 意 見 交 換 を す る こ と に よ り 、 老 人 ク ラ ブ 活 動 の 組 織 強 化 と 充 実 を 図 る こ と を 目 的 に 開 催 し て い る

も の で す 。

当 日 は 、 講 義 に つ い て 、 お 三 方 か ら 行 わ れ 、 最 初 に 八 雲 町 熊 石 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 松 田 紀 嗣 会 長 か ら 「 楽 し

く 元 気 で 生 き る た め に ～ 老 人 ク ラ ブ 活 動 の 活 性 化 を 目 指 し て ～ 」 と 題 し 、 地 元 で の 活 動 内 容 や 熊 石 の 歴 史 に 触

れ た 話 を さ れ 、 続 い て 開 催 地 せ た な 町 の 新 保 加 奈 子 保 健 師 か ら 「 生 き 生 き 体 操 」 に つ い て 、 座 っ て で き る 指 手

の 体 操 実 技が あ り 、ま た 、林 そ の 子管 理 栄 養士 か らは 、「 高 血 圧 と塩 」に つ い て 、そ の 、高 血圧 の 原 因と も な る

塩 の 話 を され 、 会 員の 皆 さ んは 熱 心 に聞 き 入 り、 楽し い 交 流 が図 ら れ まし た 。


